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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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【2020年7⽉20⽇〜2020年7⽉24⽇】

⽶中対⽴懸念から⽶国債は上昇
⽶国が中国総領事館の閉鎖を求めたことに
より⽶中対⽴懸念が再燃したため、⽶国
10年国債利回りは低下しました。

⽶国内では、新型コロナウイルスの新規感
染者数が⾼⽌まりしており、⽶経済停滞が
⻑期化するとの懸念が⾼まったことも利回
り低下の⼀因となりました。

（注）データは2020年6⽉23⽇から2020年7⽉24⽇（⽇次）。
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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
（注）データは2020年6⽉23⽇から2020年7⽉24⽇（⽇次）。

【2020年7⽉20⽇〜2020年7⽉24⽇】

復興基⾦の創設合意でユーロは上昇
⽶中対⽴激化懸念や経済指標の悪化による
景気停滞懸念が⾼まったことから⽶ドルは
売られ、⽶ドル安円⾼が進みました。

欧州連合（EU）が復興基⾦の創設に合意し
欧州景気の回復が進むとの期待から、ユー
ロは主要通貨に対して買われ、円安ユーロ
⾼が進みました。


